
事前説明会 



◇目的◇ 

次代を担う青少年を海外に派遣し、ホームステイや学習体験等を通
して英語力の向上を図ります。また、異文化に接することにより、グ
ローバルな視点で世界を眺めることや、ふるさとの良さを再発見す
るなど、多様な見方や考え方を育みます。 

◇対象◇ 

各務原市内に在住する中学２・３年生 
 

◇派遣先◇ 

アメリカ合衆国カリフォルニア州・ワシントン州 
 

◇研修内容◇ 

アメリカ合衆国での現地の学校を訪問しての 

交流、ホームステイ、親善訪問、施設見学、体験など 

■各務原市中学生海外派遣事業について 



■セリトス市・エバレット市について 

★セリトス市 

カリフォルニア州 

★エバレット市 

ワシントン州 



■セリトス市(カリフォルニア州)について 

・時差 １６時間 

・気候 大陸性の乾燥した気候 

 (派遣期間中、昼は日本の夏・夜は涼しい) 

・人口 約55,000人 

・面積 各務原市の約1/4 

 

2001年(平成13)５月に各務原市と姉妹教育交流協定を結ぶ。 

 

毎年の中学生訪問を楽しみにしている。 

帰国後の生徒の作文を英訳し、贈っています。 



■エバレット市(ワシントン州)について 

・時差 １６時間 

・気候 日本と同じくらい 

    (セリトスより涼しい) 

・人口 約92,000人 

・面積 各務原市の約1.4倍 
 

昨年(平成27年11月)に、 

エバレットコミュニティーカレッジと 

連携協定を結ぶ。 
 

エバレット市への各務原市中学生海外派遣は今年度が初。 

航空機産業や、通信・電子工業などの先端産業が盛ん。 

市内にはボーイング工場が立地。 

 



10月30日(月)各務原発セリトスへ。市内観光(ホームステイ) 
10月31日(火)体験入学(ホームステイ） 
11月 1日(水)市内観光または体験入学(ホームステイ) 
11月 2日(木)セリトス発エバレットへ。領事館見学(ホテル泊） 
11月 3日(金)EVCC及び現地学校との交流(ホテル泊) 
11月 4日(土)ボーイングツアー・市内見学(ホテル泊) 
11月 5日(日)アメリカ出国 
11月 6日(月)各務原着(夜) 
 
※この日程表は説明会終了後、再度表示します。 
 スケジュールは多少変更になることがあります。 

■平成２９年度中学生海外派遣事業日程（予定） 

派遣先  
カリフォルニア州セリトス市(３泊４日) 
ワシントン州エバレット市(３泊４日)(計６泊８日) 



■旅行と研修の違い 

・中学生海外派遣は研修 

  研修とは、知識や技能を高めるために、ある期間特別に勉強や実習をすること 

  「市主催の引率付旅行」ではない。 
 

・何でも積極的に自分から取り組むことが要求される ⇒ 実りある研修 

 何もしないでいると得るものがない ⇒ 時間とお金の無駄 
 

・ホームステイ先では家族の一員 

 場合によっては家事の負担も。 
 

・学校訪問、ホームステイでの交流を通して海外の文化を理解してもらう研修 
 

・若干観光やお土産の時間もあるが、基本的には研修であるので、時間が押せばお土産の
時間をカットすることもある。 
 

・派手な服装で行かない 

 人目をつく、犯罪の標的になる。 

 



■ホームステイについて（セリトス） 

・ホームステイ先での滞在(セリトス10/30夕方～11/2朝・３泊４日) 

  昼は引率と集団行動、晩から朝にかけてはホストファミリーと過ごす。 

  ホストはこちらの英語能力を期待しているわけではない。 

  身振り手振りであっても、とにかく何とか意思疎通を図ろうとする努力が必要。 

  ホームステイ先での滞在も研修。 
 

・割り当ては相手側に一任 

  １人の場合、２、３人の生徒と一緒の場合もある。 

  参加者側からの希望は受け付けない。 
 

・ホストファミリーでの滞在、食費等はすべて相手の善意 
 

・ホストファミリーに伝えておかなければならないことは応募時に連絡すること 
 

・セリトスは他民族社会 



■英語能力について 

・英語成績が優秀な生徒でも、現地での簡単な英単語が 

 聞き取れないことがある。 
 

・ホストは日本人が英語を話せないことを承知している。 

 何とか身振り手ぶりでも伝えようとすること。 
 

・買い物は全く英語が話せなくてもできる。 

 



■派遣が決まったらお願いすること 

 ・研修(8/19、22、23)や結団式(10/14)、 

  帰国報告会(11/20)への参加 ※必ず 
( 

 ・代表・副代表、班長や副班長など 
 

 ・分担して決定します 

   各訪問先での、英語でのお礼の言葉 

   結団式、出発式でのあいさつ 

  帰国報告会、来年度の英語スピーチコンテストでの派遣についての発表等 
 

 ・出し物の練習（よさこいソーラン) 

  現地の教育委員会や学校等の訪問先で披露します。 
 

 ・セリトスでは、学校の受入や、ホストファミリーへの滞在、食費等はすべて相手の善意。 

  感謝の気持ちが伝わるようにお礼をする。 

  ホストへの個人的なお礼＆ホストへの帰国後のお礼 
 

 ・研修報告書の提出 
 

 不適当だと判断した場合、派遣を取消す場合もある 

（合格後の研修等で意欲が見られない、集団行動ができない等） 
 



■あらかじめお断りしておくこと 

・派遣の中止について 

 平成１３年にアメリカテロ事件の関係により中止 

 新型インフルエンザの流行により中止することもあります。 

 H２５年度は、銃乱射事件が発生して帰国に影響 

 ＊派遣事業自体が中止となる場合、払い込んだ旅費は返還する予定。 

 （ただし、パスポート取得にかかる経費は補償しない） 
 

・締切日の厳守 

 海外での集団行動は時間厳守 

 チケット手配、ホストファミリーへの影響を念頭におくこと 
 

・費用について 

 １５万円程度を予定（確定後ご連絡） 

 外国籍生徒については別途手数料(観光ビザの申請等)が発生する可能性有(自己負担) 
 

・自己都合のキャンセルについて 

 キャンセル料の支払いが必要。（この場合は市の半額の助成はないので全額負担）   

 キャンセル料の発生日や金額などについては、決定したらご連絡 

 

 

  



■本年度の選考について 
  （定員３０名） 

・一般応募の選考は、作文と面接による選考（選考委員は6名以内） 

 行きたいという気持ちと、そこで学びたいという気持ちを強く持つ生徒。 

 英語の成績や学校での活動実績は、選考に影響しない。 
 

・応募状況によって、作文による１次審査を行う（一般応募） 

 この場合、１次審査を通過した生徒だけ面接を受けることができる。 
 

・推薦枠は、英語スピーチコンテストや少年の主張の上位入賞者 

 ただし、推薦枠の生徒も面接がある。無条件合格ではない。 
 

・面接は最初に英語で自己紹介をしていただく 

  英語の挨拶は一言のみ。後は日本語で面接を行なう。 
 

学びたいという気持ちを強く持つ生徒を合格とする 



名前のローマ字表記は、パスポートと同じものにすること 

＊締切日の厳守 
 （6/23金曜 17:15まで） 
 

 必ず返信用封筒を提出すること 

写真 

アレルギーがあれば、申込書に必ず書くこと（受入家庭に伝えるため） 
アレルギーの有無では選別しない。 
派遣決定後の連絡は、ホストをアレンジする人・ホストファミリーに迷惑がかかる。 

ホストに、受け入れ生徒の興味関心を知ってもらうためのもの。 
趣味の有無や内容によって合否に関係ありません。 
無ければ、無しでＯＫ 



10月30日(月)各務原発セリトスへ。市内観光(ホームステイ) 
10月31日(火)体験入学(ホームステイ） 
11月 1日(水)市内観光または体験入学(ホームステイ) 
11月 2日(木)セリトス発エバレットへ。領事館見学(ホテル泊） 
11月 3日(金)EVCC及び現地学校との交流(ホテル泊) 
11月 4日(土)ボーイングツアー・市内見学(ホテル泊) 
11月 5日(日)アメリカ出国 
11月 6日(月)各務原着(夜) 
※スケジュールは多少変更になることがあります。 

■平成２９年度中学生海外派遣事業日程（予定） 

派遣先  
カリフォルニア州セリトス市(３泊４日) 
ワシントン州エバレット市(３泊４日)(計６泊８日) 


